
○北海道警察教養規程の運用について

令和元年10月29日

道本教第3903号

／警察本部各部、所属の長／警察学校長／各方面本部長／各警察署長／宛て

この度、北海道警察教養規程（平成13年警察本部訓令第33号）の解釈及び運用方針

について一部見直しを行ったので、所属職員に周知徹底を図り、適正かつ円滑な運用に

努められたい。

、「 」（ ． ． ） 、なお 北海道警察教養規程の運用について 平24 ３ 22道本教第10249号 は

廃止する。

記

第１ 見直しの要点

職場教養履修管理票について、再教養対象者の教養の履修状況を明らかにするこ

ととした。

第２ 解釈及び運用方針

項 目 解 釈 ・ 運 用 方 針

１ 職員の心構え 職員は、警察教養の目的及び内容を理解し、その重要性を

（第３条関係） 認識して、職務倫理を保持するとともに、適正に職務を遂行

するための警察実務に関する知識、技能等を養い、常に自己

啓発に努めなければならないものである。

２ 所属長の教養 所属長の教養責任として、所属職員に、実務経験、教養履

責任（第４条関 歴等に応じて必要な警察学校での課程を修めさせるととも

係） に、常に職場における教養を行い、所属職員の実務能力の向

上に努めること、並びに積極的な術科訓練の推進により、所

属職員の気力及び体力の錬成等に努めることを明記したもの

である。

３ 警察学校の課 ⑴ 警部任用科の課程においては、警察大学校で行われる警

程等（第６条関 部任用科の課程に入校しない者で、原則として警部に昇任

係） が予定されている警部補の階級にある警察官を入校させる

こととする。

⑵ 部門別任用科の課程においては、生活安全、刑事、交通

及び警備の各部門への任用候補者を入校させることとし、

その教養対象者は、関係部長が、年齢、勤務経験年数、人

物評価、本人の志望等を十分検討の上、真に適任と認めら

れる者を選考しなければならない。

なお、既に各部門に任用されている者（原則として、任

用後１年を超えない者）で部門別任用科の課程を修了して

いないものについては、優先して入校させること。

⑶ 専科の課程においては、特定の分野に関する警察実務に

ついての習熟並びに最新の知識及び技能の修得に重点を置

き、職員の実務経験、教養履歴等に応じて必要と認められ

る者に必要な教育訓練を行うよう配意しなければならな



い。

４ 教養実施計画 ⑴ 警察学校教養実施計画の策定に当たり、部門別任用科及

（第７条関係） び専科の実施計画については、警察学校の収容力、教養方

針、教養に係る事務を所掌する部の要望、任用率等を勘案

し、警務部長が必要な調整を行うこととする。

⑵ 部門別任用科及び専科の課程に係る事務を所掌する部長

（以下「担当部長」という ）は、部門別任用科及び専科。

、 、の教養実施計画を変更し 又は中止する必要があるときは

あらかじめ警務部長と協議しなければならない。

⑶ 担当部長は、専科の課程を実施するに当たっては、所属

の実務経験が豊富な適格者を各授業の講師に選定するとと

もに、必要により警察学校長又は他の部長に講師の派遣を

要請することができる。この場合において、講師に指名さ

れた者は、教授科目の内容について講義要点を作成の上、

担当部長に提出することとする。

５ 教 授 細 目 等 各課程の科目ごとの教授細目及び教授内容の策定に当たっ

（第８条関係） ては、警務部長が警察学校長並びに警察本部の部長及び方面

本部長と協議し、必要な調整を行うものとする。

６ 入校者の決定 所属長は、入校対象者の選定に当たっては、警察学校で行

等 第10条関係 おうとする課程の教養内容に見合った職員を入校させるた（ ）

め、所属職員の実務経験、教養履歴等を踏まえて適格者を推

薦することとしているが、併せて所属職員が長期間、警察学

校に入校しないことのないよう職員個々の教養の管理を徹底

しなければならない。

７ 入寮（第10条 ⑴ 学校教養は、原則として学生を入寮させて行うものであ

の２関係） り、この寮生活を通じて学生相互の啓発、勉学及び修養に

努めるとともに、融和団結を図り、規範意識を醸成するも

のである。

⑵ 「警務部長が特に必要がないと認めた場合」とは、入校

対象者が、育児、介護等の真にやむを得ない事情により、

入寮することが困難であると認められる場合をいう。

⑶ ⑵の事項に関する具体的手続については、警務部長が別

に定めることとする。

８ 入校前学習 入校前学習は、入校予定者に対し、教授細目、演習課題等

（第11条関係） の資料を配布して事前に研究させることにより、学校教養と

職場教養を連動させて教養効果の向上を図るために行わせる

ものである。したがって、所属長は、入校予定者が確実に演

習課題等について研究を行っているかどうかを検証し、その

結果を踏まえて入校期日までに必要な指導を行うものとす

る。

また、学校教養の実施に当たっては、その授業の中で、演



習課題等を入校生に発表させるなど、事前の研究成果につい

ても検証すること。

９ 教養の効果の 教養の効果の測定は、各課程における教養が学生に確実に

測定等（第12条 浸透しているかどうかを検証するものであり、担当部長は、

関係） 専科の課程の測定結果を警務部長及び警察学校長に報告する

とともに、検討会等の時間を活用して学生にフィードバック

し、不足している教養内容を充足するなど、実効ある教養を

行うよう努めなければならない。

10 警察学校長に 「学業成績の優秀な学生」とは、警察学校の所定の課程に

よる賞揚（第13 おいて、優秀な成績を収めた学生及び顕著な努力が認められ

条関係） る学生をいう。

11 警察本部長へ ⑴ 各課程の教養の実施状況の報告については、組織的に入

の報告（第15条 校学生等の教養の管理を行うためのものであり、各課程修

関係） 了後速やかに、入校人員、教養内容等を報告するものとす

る。

、 、 、また 方面分校において行う課程についても その都度

警察学校長を経由して警察本部長に報告しなければならな

いものである。

⑵ 「細則第21条の処分」とは、退校、謹慎及び訓戒の処分

をいう。

12 職場教養の実 ⑴ 職場教養は、職員に職務倫理を保持させるとともに、職

施 第18条関係 員一人一人の実務能力を高めるため、所属長又は各級幹部（ ）

が職務として行うものであり、その内容については、職務

倫理の保持及び適正な職務執行能力を向上させるために必

要性の高い事項に重点を置かなければならない。

⑵ 職場教養を実施した各級幹部の直近上位職の幹部職員

は、当該教養の実施状況を把握するものとする。

13 職場教養の方 「その他の適切な方法」とは、会議、研修会、有識者等に

（ ） 、 。法 第19条関係 よるセミナー 伝承教養及び擬似体験的研修等の教養をいう

14 個人指導（第 個人指導とは、各職場において、上司（上級の地位にある

20条関係） 者）が、日常の仕事を進めながら、部下それぞれの教養目標

達成に向けて、これを個別に指導援助しながら修得させる教

養方法で、職場教養の中で最も基本となる部下の育成方法で

あり、管理・監督に当たる所属長自らが意識的かつ計画的に

行わなければならないものである。

また、部下の育成は、日常の職場において、職員一人一人

のポストや能力レベルに着目して、各級幹部が自分自身の問

題として、厳しく、かつ、きめ細かく鍛えていくことが極め

て効果的であり、その内容も警察学校で行われる教養では補

えない部分に重点をおいて実施すべきものである。

15 資料配布（第 資料の作成に当たっては、具体的で理解しやすいものとす



21条関係） るよう工夫することとし、また、職員は、配布された資料の

内容を十分に理解し、自らの職務に活用するよう努めなけれ

ばならない。

16 小集団活動 小集団活動は、職員５名程度を一つのグループとして、一

（第22条関係） つの課題に基づき職員一人一人に意見等を発表させる、ある

いは個別かつ具体的な課題を与え、これを検討させていくこ

とにより、職員に問題意識を持たせ、更には全員参加による

自主活動を通じて一定の結果を出させることで個々の職員の

業務に対する取組意識及び組織への参画意識を高めるととも

に、考える職員を育成していこうとするものである。

17 一般職員に対 新たに採用された一般職員については、警察学校で行われ

する基礎教養（ る課程に入校させるまでの間に、最低限、警察職員として必

第24条関係） 要な教養を２日間実施するもので 「一般職員採用時基礎教、

養実施基準」に定められた教養項目に従い行うものである。

18 教養の効果の ⑴ 所属長は、教養の効果の検証を自ら行うとともに、各級

検証（第25条関 幹部に対してもその検証を行わせるものとする。

係） ⑵ 各級幹部は、部下職員の平素の勤務や私生活におけるあ

らゆる機会を通じ、対話や教養内容の聴取その他の方法に

より、具体的に教養の浸透状況を把握するものとする。

⑶ 職場教養を実施した各級幹部及びその直近上位職の幹部

職員は、部下職員に対する職場教養の浸透状況を把握する

ため、随時、教養の効果を検証し、事後の職場教養に反映

するよう努めるものとする。

19 実務研修（第 「職員を他の職場に派遣し」とは、警部・警部補昇任試験

28条関係） の合格者のうち、捜査経験のない警察官を対象に一定期間、

警察署等に派遣して行う捜査実務研修等をいう。

20 職場教養の実 ⑴ 職場教養実施簿及び職場教養履修管理票を活用し、教養

施の報告等（第 状況を適切に管理することにより、教養未了者の把握と再

29条関係） 教養を徹底するものである。

⑵ 職場教養実施簿は、教養招集等の職員全体に対する教養

を実施する場合は、警察本部、方面本部及び警察学校にあ

っては庶務を担当する係、警察署にあっては警務課におい

て、その実施状況を把握して作成するものとし、教養未了

者に対しては、当該実施簿の写しなどにより、教養担当責

任者等が口頭、閲覧等の方法で確実に再教養を実施するも

のとする。

⑶ 職場教養履修管理票は、教養未了者に対する再教養実施

状況欄において、再教養対象者の教養の履修状況を明らか

にすること。

21 体育及び術科 ⑴ 「積極的に体育を振興する」とは、職場において積極的

訓練の実施（第 に体育を実施するとともに、職員が広く私生活においても



30条関係） 生涯スポーツ等に取り組むことを奨励するなど、所属職員

の基礎体力の維持・向上が図られるよう努めることをい

う。

⑵ 所属長が術科訓練を行わせることができる一般職員は、

術科訓練の指導者である技術職員その他所属長が職務を遂

行する上で必要であると認めた事務職員とする。

22 体育及び術科 ⑴ 術科訓練は、警察官の職務を遂行する能力の向上を目指

訓練の重点（第 して行うものであり、術科技能の修得等の肉体的な能力の

31条関係） 向上だけではなく、武道等の訓練を通じて精神面のかん養

を図ることも目的として行うものである。

⑵ 体育は、警察官が職務を遂行するために必要な走力を始

めとした持久力等の基礎体力の維持及び向上並びに気力の

養成を図るために行うものであり、走力訓練、サーキット

トレーニング等を中心に実施することとする。

23 救急法指導者 ⑴ 救急法指導者は、警察本部教養課及び方面本部の警務課

の指定（第33条 （⑶の事項において「警察本部教養課等」という 、警。）

の２関係） 察学校その他警務部長が必要と認めた所属に置くものとす

る。

⑵ 救急法指導者には、赤十字救急法指導員の資格を有する

者のほか、救急救命士法（平成３年法律第36号）に規定す

る救急救命士その他警察本部教養課長が赤十字救急法指導

員と同等又はそれ以上と認めたものの資格を有する者を指

定するものとする。

⑶ 警察本部教養課等の救急法指導者は警察署等に対する計

画的な巡回指導を行い、警察本部教養課等以外の所属の救

急法指導者は当該所属における救急法の術科訓練の指導に

当たるものとする。

⑷ 救急法の術科訓練を効果的に推進するため、救急法指導

者を計画的に育成するものとし、指導者として適性を有す

ると認められる者に対しては、赤十字救急法指導員等の資

格の取得に必要な講習、専科等を受講させるものとする。

⑸ 救急法指導者に指定した者に対しては、赤十字救急法指

導員等の資格の継続要件とされている研修会その他の必要

な講習に参加させるものとする。

24 術科指導員等 ⑴ 「警務部長が必要と認めた所属」とは、現場における職

（第34条関係） 権行使に当たる警察官の数が多い所属で別に警務部長が指

定するものをいう。

⑵ 指導補助員は、術科指導員の補助者であるとともに、将

来の術科指導員の候補者の立場にあるものである。

25 術科指導員等 ⑴ 指導補助員は、警察官の数が100人以上の所属にあって

の指定等（第35 は種目ごとに２人以上、100人未満の所属にあっては種目



条関係） ごとに１人以上を所属の実情に応じて指定するものとす

る。

⑵ 「体育指導に関する教養が実施された専科」とは、体育

指導者専科、術科訓練指導者専科その他体育の指導に関す

る講義、演習等が行われた専科をいう。

⑶ 署長等は、種目により術科指導員等の適格者がいないと

認めるときは、他の種目の術科指導員等を兼ねさせて指定

することができるものとする。

⑷ 救急法の術科指導員等の指定要件となる資格には、日本

赤十字社法（昭和27年法律第305号）に基づき日本赤十字

社が認定する赤十字救急法救急員その他警察本部教養課長

が当該赤十字救急法救急員と同等又はそれ以上と認めたも

のの資格を含むものである。

⑸ 「傷病等により長期間不在になるとき」とは、その期間

が１か月以上に及ぶ場合をいう。

26 警察署等にお ⑴ 柔道及び剣道については、術科訓練日を設定して実施す

ける術科訓練 るものとする。

（第38条関係） ⑵ 逮捕術については、時間別逮捕術訓練を中心に実施する

ものとする。

⑶ 救急法については、一次救命処置、応急手当等の訓練を

実施するものとする。

27 術科訓練状況 署長等は、所属の警察官一人一人の術科訓練の実施状況を

の把握（第40条 的確に把握し、年間を通じて計画的に術科訓練を推進すると

関係） ともに、より多くの警察官に術科訓練の機会を与え、全体の

レベルアップを図っていかなければならない。

28 術科大会の実 ⑴ 「北海道警察大会」とは、道内の必要な所属等を参加さ

施 第43条関係 せ、警察本部長が開催する大会をいう。（ ）

⑵ 「方面大会」とは、当該方面管内の必要な所属等を参加

、 （ 、 。させ 当該方面本部長 札幌方面にあっては 警察本部長

次事項において同じ ）が開催する大会をいう。。

「 」 、 、⑶ 方面ブロック大会 とは 当該方面管内の所属を地域

配置人員等に応じてブロック別に編成し、当該方面本部長

が開催する大会をいう。

⑷ 「その他の大会」とは、各所属内における大会及び少数

の所属が参加する対抗方式で行う大会をいい、当該所属の

長が必要により開催するものをいう。

⑸ 警察本部長は、年度ごとに、術科大会の実施方針を定め

ることとするが、その決定に当たっては、警務部長が各方

面本部長の意見を聴くなど必要な調整を図るものとする。

29 術科技能の交 部外の団体が主催する各種大会に職員を参加させる場合の

流 第44条関係 対象は、高度の術科技能を必要とする術科訓練の指導者並び（ ）



に将来、術科訓練の指導者となり得る警察官及び技術職員と

する。

なお、当該大会に公務として参加させる基準については、

警務部長が定めることとする。


